
 

平成 29 年度入学試験問題（後期日程） 

 

化 学 

 

出 題 意 図 
 

問題１   

 

 混合物と純物質の相違、および濃度や成分からの出題である。混合物の密度は、純物質

の密度と異なることをきちんと理解しているか、また、混合物の密度が成分濃度に関係す

ることや、混合物の成分を分離検出できることなど、基本を問うた。  

 
 

問題２   

 

 希薄溶液に関する基礎的な知識と計算力を問うた。具体的には不揮発性の溶質が溶媒に

加えられた場合に溶液の沸点や凝固点に及ぼす影響の理解度を問うた。 

 
 

問題３   

 

 芳香族化合物の１つであるベンゼンを題材として、その反応性と性質について基礎的な

学力を身に着けているかを問うた。エステルの反応に関する知識についても問うた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

問題４  

 

 主要な合成高分子であるポリスチレンを題材として、構造と重合度の計算について知識

を問うた。水浄化等、多方面において利用され重要である陽イオン交換樹脂に関して、構

造、イオン交換と中和滴定操作についての理解を問うた。また、天然高分子であるタンパ

ク質に関連した基本事項として、トリペプチドを題材として、主要なアミノ酸の構造の知

識、ペプチドの構造の理解、特にＮ末端アミノ酸とＣ末端アミノ酸の区別の必要性につい

ての理解を問うた。末端官能基の標識については高校教科書には記載されない場合がある

が、問題文中の説明で正答を得るのに十分な情報は提供しており、ここでは説明された概

念を理解し用いる力も求めた。化学の基本である構造を書き表す力をやや重視している。 
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